
第
三
十
一
回 

 
熊
本
城
（
熊
本
県
熊
本
市
） 

「
泉
」
主
宰 

 

木
下 

節
子 

選 

熊
本
市
賞 

 

十
薬
の
花
満
開
の
埋
み
門 

 
 

 
 

 
 

 
 

熊
本
県
熊
本
市 

角
田 

光
明 

  

特
選
句 

 

ゆ
ら
ゆ
ら
と
光
漏
れ
来
る
藤
の
花 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
越
谷
市 

齋 

正
次 

 

 

  

投
句
総
数 

 
 

二
十
一
句 

 
 
 
 
 

 
 

開 

函 

日 
 

平
成
三
十
年
七
月
三
十
一
日 



第
三
十
一
回 

 
法
隆
寺
周
辺
（
奈
良
県
斑
鳩
町
） 

「
泉
」
主
宰 

 

木
下 

節
子 

選 

奈
良
・
斑
鳩
町
賞 

  

動
か
せ
ば
祟
る
塚
な
り
五
月
闇 

 
 

 
 

 
 

 
 

奈
良
県
天
理
市 

松
田 

𠮷
上 

 

特
選
三
句 

ご
朱
印
を
受
く
人
な
ら
ぶ
寺
薄
暑 

 
 

  

奈
良
県
北
葛
城
郡
河
合
町 
荻
野 

鷹
生 

 

バ
ス
ツ
ア
ー
越
後
平
野
の
青
田
風 

 
 

  

奈
良
県
生
駒
郡
平
群
町 

 

金
城 

国
子 

 

ビ
ル
街
を
せ
ま
し
と
走
る
祭
獅
子 

 
 

 
 

奈
良
県
生
駒
郡
斑
鳩
町 

 

松
原 

春
城 

  
 

 
 

 
 

 

投
句
総
数 

 

八
十
句 

開 

函 

日 
 

平
成
三
十
年
七
月
三
十
一
日 



第
三
十
一
回 

 
博
物
館
明
治
村
（
愛
知
県
犬
山
市
） 

 

「
泉
」
主
宰 

 

木
下 

節
子 

選 

 

子
規
は
い
く
賞
三
句 

  

藤
い
す
や
佳
境
に
入
る
ミ
ス
テ
リ
ー 

 
 

 
 

 
 

 

岐
阜
県
各
務
原
市 

伊
藤 

敦 

  

漱
石
の
足
音
響
く
春
の
庭 

 
 

 
 

 
 

 

東
京
都
足
立
区 

 

井
上 

初
美 

  

く
ろ
ね
こ
と
い
つ
し
ょ
に
あ
そ
ぶ
な
つ
の
に
わ 

 
 

 
 

 
 

 

大
阪
府
枚
方
市 

 

中
山 

桃
杜 



 

特
選
三
句 

 
監
獄
の
太
き
格
子
や
若
葉
風 

神
奈
川
県
横
浜
市 

大
内 

民
雄 

 

老
鶯
や
ハ
イ
カ
ラ
号
の
登
り
来
る 

愛
知
県
春
日
井
市 

神
谷 

博
子 

 

偉
人
坂
歩
き
通
し
て
夏
惜
し
む 

愛
知
県
岡
崎
市 
 

橋
本 

美
智
子 

   

 
 

 
 

 
 

 
 

投
句
総
数 

 
 
 

六
十
一
句 

開 

函 

日 
 

平
成
三
十
年
七
月
三
十
一
日 



 
 

第
三
十
一
回 

 
子
規
庵
（
東
京
都
台
東
区
） 

 

「
泉
」
主
宰 

 

木
下 

節
子 

選 

 

特
選
三
句 

 

燕
の
巣
残
し
て
店
舗
入
れ
替
は
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

東
京
都
新
宿
区 

石
黒 

大
作 

 

あ
つ
ま
り
て
根
岸
を
歩
く
日
傘
か
な 

東
京
都
杉
並
区 

髙
﨑 
美
也
子 

 

新
緑
や
子
規
の
吐
息
の
残
る
部
屋 

兵
庫
県
神
戸
市 

林 

和
子 

  

 
 

 
 

 
 

 
 

投
句
総
数 

 
 
 

五
十
四
句 

開 

函 

日 
 

平
成
三
十
年
七
月
三
十
一
日 



第
三
十
一
回 

 
記
念
艦
「
三
笠
」（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
） 

 

「
泉
」
主
宰 

 

木
下 

節
子 

選 

 

特
選
二
句 

 

海
境
に
現
る
三
笠
初
景
色 

神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市 
刈
間 

み
な
と 

 

上
甲
板
ラ
ム
ネ
の
瓶
が
キ
ン
と
鳴
り 

神
奈
川
県
横
須
賀
市 

古
賀 
一
成 

    

 
 

 
 

 
 

 

投
句
総
数 

 
 

十
一
句 

開 

函 

日 
 

平
成
三
十
年
七
月
三
十
一
日 



第
三
十
一
回 

 
大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
広
島
県
呉
市
） 

 

「
泉
」
主
宰 

 

木
下 

節
子 

選 

 

特
選
三
句 

 

記
念
館
出
て
平
和
こ
ふ
夏
の
空 

千
葉
県
君
津
市 

原
田 

芳
女 

 

海
底
の
御
魂
に
会
へ
し
青
嵐 

福
岡
県
行
橋
市 

吉
村 
良
男 

 

英
霊
の
思
い
慎
み
首
夏
歩
く 

栃
木
県
下
野
市 

吉
田 

剛 

  

投
句
総
数 

 

二
十
九
句 

開 

函 

日 
 

平
成
三
十
年
七
月
三
十
一
日 



第
三
十
一
回 

 
歴
史
博
物
館
・
漱
石
公
園
（
東
京
都
新
宿
区
）  

「
泉
」
主
宰 

 

木
下 

節
子 

選 

 

特
選
三
句 

  

山
房
に
猫
の
抜
け
穴
梅
雨
晴
る
る 

神
奈
川
県
横
浜
市 

永
井 

良
和 

 

猫
塚
に
鳥
語
こ
ぼ
る
る
梅
雨
晴
間 

東
京
都
墨
田
区 

 

坂
下 
千
枝
子 

 

勾
玉
の
石
ひ
ん
や
り
と
夏
休
み 

東
京
都
中
野
区 

 

浜
田 

智
恵
子 

  

 
 

 
 

 

投
句
総
数 

  

九
十
四
句 

開 

函 

日 
 

平
成
三
十
年
七
月
三
十
一
日 



第
三
十
回 

 
鶴
ヶ
城
（
福
島
県
会
津
若
松
市
） 

 

「
泉
」
主
宰 

 

木
下 

節
子 

選 

 

特
選
三
句 

  

花
弁
が
ス
マ
ホ
に
落
ち
て
気
づ
く
春 

福
島
県
会
津
若
松
市 

北
野 

勇
治 

 

桜
散
る
お
城
の
風
に
た
わ
む
れ
て 

新
潟
県
三
条
市 

 
 

鈴
木 
千
明 

 

登
り
来
し
天
守
に
満
つ
る
花
明
り 

千
葉
県
市
原
市 

 
 

平
野 

き
ら
ら 

  

 
 

 
 

 
 

 

投
句
総
数 

 
 
 

五
十
句 

開 

函 

日 
 

平
成
三
十
年
七
月
三
十
一
日 



第
三
十
一
回 

 
東
松
山
市
（
埼
玉
県
東
松
山
市
） 

 

「
泉
」
主
宰 

 

木
下 

節
子 

選  

特
選
二
句 

 

土
手
に
置
く
自
転
車
二
台
雲
の
峰 

埼
玉
県
東
松
山
市 

小
峯 

知
治 

 

風
青
し
憤
怒
の
相
の
青
不
動 

埼
玉
県
東
松
山
市 

保
泉 
政
子 

   

 
 

 
 

 
 

 

投
句
総
数 

 
 
 

十
二
句 

開 

函 

日 
 

平
成
三
十
年
七
月
三
十
一
日 



第
三
十
一
回 

 
羽
二
重
団
子
本
店
（
東
京
都
荒
川
区
） 

「
泉
」
主
宰 

 

木
下 

節
子 

選 

俳
句
の
ま
ち
あ
ら
か
わ
賞 

 

大
甕
の
中
よ
り
出
で
し
秋
の
声 

東
京
都
荒
川
区 

髙
安 

政
江 

 

特
選
三
句 

角
膜
も
干
か
ら
ぶ
ス
タ
ン
ド
夏
帽
子 

埼
玉
県
春
日
部
市 
池
田 

洋
子 

 

夢
二
の
碑
梅
雨
の
て
ふ
て
ふ
放
ち
け
り 

東
京
都
台
東
区 

 

松
田 

奉
子 

 

若
葉
風
子
規
の
天
地
を
ひ
と
め
ぐ
り 

兵
庫
県
三
田
市 

 

𠮷
村 

玲
子 

 

投
句
総
数 

 

四
十
五
句 

開 

函 

日 
 

平
成
三
十
年
七
月
三
十
一
日 


